
(単位：千円)

金　　額 金　　額

742,283 209,122

現 金 及 び 預 金 511,873 買 掛 金 113,350

売 掛 金 210,409 未 払 金 55,209

貯 蔵 品 401 未 払 費 用 4,824

前 払 金 3,052 未 払 法 人 税 4,967

前 払 費 用 10,218 未 払 消 費 税 8,703

立 替 金 6,703 前 受 金 1,505

貸 倒 引 当 金 △ 373 預 り 金 2,007

賞 与 引 当 金 18,558

5,350

資 産 除 去 債 務 5,350

106,794 214,472

23,555

建 物 19,622 634,605

工 具 器 具 及 び 備 品 3,932 75,000

42,469 75,000

ソ フ ト ウ ェ ア 42,469 資 本 準 備 金 75,000

40,770 501,442

敷 金 及 び 保 証 金 34,813 そ の他利 益剰余金 501,442

繰 延 税 金 資 産 5,957 繰 越 利 益 剰 余 金 501,442

△ 16,837

634,605

849,077 849,077

（注）千円未満を四捨五入して表示しております。

　自己株式

貸 借 対 照 表
2024年3月31日　現在

科　　目 科　　目

　資本金

株主資本

固 定 負 債

純　資　産　合　計

資　産　合　計 負　債・純　資　産　合　計

　資本剰余金　無形固定資産

　利益剰余金　投資その他の資産

負　債　合　計

（純資産の部）

流動負債

固定資産

　有形固定資産

（負債の部）

流動資産

（資産の部）



第１９期　計　算　書　類

有形固定資産

無形固定資産

リース資産(有形）

貸倒引当金

賞与引当金

役員賞与引当金

消費税等の会計処理 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

グループ通算制度の適用 グループ通算制度を適用しております。

グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用

連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用

従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額の当期負担分を計上しています。

役員の賞与支給に備えるため、支給見込額の当期負担分を計上しています。

「所得税法等の一部を改正する法律」(2020年法律第8号)において創設されたグループ通算
制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われ
た項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適
用に関する取扱い」（実務対応報告第39号 2020年3月31日）第3項の取扱いにより、 「税効
果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2018年2月16日）第44
項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の規
定に基づいています。

2022年度から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しております。これに伴い、法人
税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制
度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年8月
12日。以下「実務対応報告第42号」という。）に従っております。
また、実務対応報告第42号第32項（1）に基づき、実務対応報告第42号の適用に伴う会計方
針の変更による影響はないものとみなしております。

4.その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

3．リース取引の処理方法

「リース取引に関する会計基準」及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」を適用し、通常
の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っております。

期末現在に有する売上債権等の貸倒れによる損失に備えるために、売掛金残高の0.1%相当
額を計上しております。
また貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額
を計上しております。

個 別 注 記 表
　自　2023年4月 1日
　 至　2024年3月31日

重要な会計方針に係る事項

1．固定資産の減価償却の方法

2.引当金の計上基準

定額法を採用しております。(リース資産を除く)

定額法を採用しております。(リース資産を除く)

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数
とし、残存価額は零または残価保証額とする定額法によっております。



貸借対照表に関する注記

有形固定資産の減価償却累計額 千円

関係会社に対する金銭債権・債務

短期金銭債権 千円

短期金銭債務 千円

損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

営業取引

売上高 千円

営業費用 千円

営業取引以外 千円

株主資本等変動計算書に関する注記

（1）発行済株式に関する事項

（2）自己株式に関する事項

税効果会計に関する注記

繰延税金資産

賞与引当金 千円

貸倒引当金 千円

固定資産 千円

未払金 千円

未払事業税 千円

繰延税金資産 合計 千円

繰延税金負債 合計 千円

繰延税金資産の純額 合計 千円

1株あたりの情報に関する注記

１株当たりの純資産額 円

1株当たりの当期純利益 円

普通株式 150 - - 150

普通株式 3,000 - - 3,000

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

93,193

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

171,877

45,077

910,544

184,397

0

5,957

222,668.45

11,991.69

6,419

0

490

7,581

1,624

129

542



その他の注記

資産除去債務に関する注記

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの

（1）資産除去債務の概要

（2）資産除去債務の金額の算定方法

（3）当事業年度における当該資産除去債務の総額の増減

期首残高

有形固定資産の取得伴う増加額

資産除去債務の履行による減少額

時の経過による調整額

期末残高

0千円

49千円

5,350千円

事務所等の不動産賃貸借契約を締結しており、賃貸借期間終了による原状回復
義務に関し資産除去債務を計上しております。

使用見込期間は平均的な賃貸期間である21年として見積り、割引率は0.923％を
使用して資産除去債務の金額を計上しております。

5,301千円

0千円


